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２．衛生管理のための手順書 

寒天の製造における衛生管理計画に基づく手順書の例です。 

自社の実情に合わせた手順書を作成しましょう。 
 

① 原材料の受入の確認 

【なぜ必要なのか】 

原材料となる海藻は、寒天の品質管理においても大切なことです。 

受入れにおいて外観や色、匂いに異常があると、通常と異なり、品

質が劣ったり、安全を確保できないおそれがあります。 

 【いつ行うか】 

海藻の受け入れ時 

【どのように】 

・原材料の外観状態、色、匂いを確認する。 

・販売者に、注文した原料であることを聞き取る。 

・記録をつける。 

【問題があったときはどうするか】 

・使用用途を変更する（肥料など）。 

・供給者に改善を要求する。 

・記録をつける。 
 

② 洗浄水（井戸水）の確認 

【なぜ必要なのか】 

洗浄水が化学物質や病原微生物で汚染されていては、いくら洗浄し

ても汚染物質は付着したままです。 

食品製造に適した水であることを 1 年に 1 回確認した井戸水等や、

水道水で仕上げの洗いを行えば、表面に付着した汚染物質を洗い流す

ことができます。 

【いつ行うか】 

当期操業前、始業時 

【どのように】 

・当期操業前に、使用水の検査を検査機関に依頼し、食品製造用水の

基準に適合であることを確認する。 

・毎日の始業前に、使用水の匂い、色に異常がないことを確認する。 

・検査機関の成績書を保管する。 

・記録をつける。 

【問題があったときはどうするか】 

・直結の水道水を使用する 

・井戸の清掃やポンプ修理を業者に依頼し、食品製造用水の基準に適

合であることを確認する。 

・記録をつける。             

 


